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令和７年度第１回瑞浪市上下水道事業経営審議会 会議録（要旨） 

 

■開催日時 令和８年１月２２日（木） 午前１０時００分から午前１１時１０分まで 

■開催場所 瑞浪市役所保健センター大会議室 

■出 席 者 加藤 丈明 委員 

伊藤 重雄 委員 

景山 英明 委員 

       中村 鈴彦 委員 

加藤 栄子 委員 

鵜飼 秀和 委員 

       肥田 秀子 委員 

早瀬 克子 委員 

和田 啓二 委員 

       高綱 豊巳 委員 

成瀬めぐみ 委員 

  欠 席 者 土屋 陽子 委員 

  事 務 局 市原建設部長、赤岩上下水道課長、小川浄化センター所長 

水野上下水道課課長補佐兼業務係長、安藤上下水道課管理係長 

加藤上下水道課工務係長、大竹上下水道課総括主査 

       若松上下水道課主査、永井上下水道課主事、大野浄化センター主事 

 

 ■次  第 １．あいさつ 

２．会長及び副会長の選出 

３．会長あいさつ 

４．議事 

（１）瑞浪市水道事業ビジョン・経営戦略について 

   （２）瑞浪市下水道事業経営戦略について 

       ５．その他 
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経営審議会会議の内容 

開     会 

【事 務 局】 皆さん、おはようございます。本日はご多忙のところ、ご出席を賜り、誠

にありがとうございます。定刻になりましたので、ただいまから令和 7 年

度第 1回瑞浪市上下水道事業経営審議会を開催させていただきます。私は、

本日の会議の司会を担当いたします、上下水道課の安藤と申します。よろ

しくお願いします。 

本日の会議につきましては、議事録作成のために、録音を行わせていた

だきますので、ご了承ください。 

会議を始めます前に、資料の確認をさせていただきたいと思います。事

前に送付した資料となりますが、まず次第、委員名簿、瑞浪市水道事業ビジ

ョン・経営戦略、瑞浪市水道事業ビジョン・経営戦略の概要版、瑞浪市下水

道事業経営戦略、瑞浪市下水道事業経営戦略の概要版、最後に、瑞浪市上下

水道事業経営審議会設置条例となっております。不足はございませんでし

ょうか。よろしいでしょうか。 

なお、本日、土屋陽子委員は所用により欠席されるとの連絡をいただい

ております。 

それでは、審議会を始めさせていただきます。 

本日の審議会につきましては、お手元にございます、次第に沿って進め

させていただきます。 

初めに、あいさつ瑞浪市建設部長市原よりご挨拶申し上げます。 

次第１ あいさつ 

【部     長】 皆様、おはようございます。令和７年度の第１回の上下水道事業経営審

議会を開催しましたところ、ご出席いただきましてありがとうございます。

上下水道事業経営審議会は、経営に関する重点事項をご審議いただき、貴

重なご意見をいただくような役割を担っていただきます。 

本日は、瑞浪市水道事業ビジョンと経営戦略及び瑞浪市下水道事業経営

戦略の審議となります。水道事業は１５年間、下水道事業は１０年間のプ

ランとなっております。 

水道事業及び下水道事業は利用者の皆様から料金をいただき、不足分は

一般会計から繰り出しをして運営をしておりますが、今後、人口減少によ

る料金収入の減少、物価高や施設の耐震化による支出の増加が見込まれる

ことなどから、いずれ料金改定についてもご審議いただくことになるかと

思っております。 

上下水道の経営状況などもご理解いただきながら、今後の計画している

事業などにつきまして、ご意見をいただきたけたらと思っております。い

ずれにいたしましても、水道、下水道は市民生活に必要なものであります

から、事業を止めるわけにはいきません。また、いつ能登半島地震のような

ことが起こるか分かりません。 

しっかり管理経営をしていかなければいけないと思っておりますので、

皆さんのご理解ご協力のほどお願いしまして、私の挨拶とさせていただき

ます。 

本日はどうぞよろしくお願いします。 
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【事 務 局】 ありがとうございました。 

今回が初めての開催となりますので、委員の皆様に自己紹介をお願いし

たいと思います。加藤丈明委員から名簿の順にお願いいたします。 

【各 委 員】 ≪自己紹介≫ 

【事 務 局】 ありがとうございました。 

続きまして、事務局の紹介をいたします。市原建設部長から順にお願い

します。 

≪自己紹介≫ 

次第２ 会長及び副会長の選出 

【事 務 局】 続きまして、次第２ 会長及び副会長の選出です。 

本日の会議は、１１名のご出席をいただいており、過半数の出席があり

ますので、審議会設置条例第 6 条の規定によりまして、会議が成立してい

ることをご報告いたします。 

続きまして、会長、副会長の選出に入らせていただきます。審議会設置条

例第５条の規定により、会長及び副会長を委員の中から互選することとな

っております。では、経営審議会の会長、副会長の選出についてお諮りをし

たいと存じます。 

【景 山 委 員】 事務局に一任でいかがでしょうか。 

【事 務 局】 事務局に一任というお声を頂戴しましたが、いかがでしょうか。ご承諾

いただける場合は、拍手をお願いいたします。 

【委 員】 ≪拍手≫ 

【事 務 局】 事務局案をご提案させていただきます。会長に中村鈴彦委員、副会長に

加藤丈明委員をお願いしたいと存じます。どうぞよろしくお願いします。 

 ただいま事務局より、会長に中村鈴彦委員、副会長に加藤丈明議員をご

指名させていただきました。ご賛同いただけるのであれば、拍手により決

定したいと思います。 

【委 員】 ≪拍手≫ 

【事 務 局】 満場一致により、会長に中村鈴彦委員、副会長に加藤丈明議員を選出い

ただきました。よろしくお願いいたします。 

当審議会の会議の進行は、審議会設置条例第６条第 1 項の規定により議

長を会長にお願いしております。 

中村会長、恐れ入りますが、議長席にご移動ください。 

ではここで、中村会長からごあいさつをお願いします。 

 次第３ 会長あいさつ 

【中 村 会 長】  ただいま会長に指名されました、瑞浪市連合自治会副会長の中村鈴彦と

申します。指名された以上、スムーズな進行を心がけたいと思いますので、

皆様のご協力のほどよろしくお願いいたします。 

さて審議に入る前に、当審議会が初めての方もみえますので、私の方か

ら簡単な趣旨説明をさせていただきます。それでは着座にて説明させてい

ただきます。 
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当審議会は、瑞浪市水道事業ビジョンと経営戦略と瑞浪市下水道事業経

営戦略の策定についての審議していただきます。 

上下水道の整備、安定した供給は市民生活に直結する案件ですので、皆

様おひとりおひとりの意見をお聞かせいただきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

【事 務 局】 ありがとうございました。 

これより先の議事につきまして、議長に進行をお願いいたします。 

よろしくお願いします。 

次第４ 議事 

【中 村 会 長】 議事を進める前に議事録署名者を指名させていただきます。議事録署名

者としまして、鵜飼秀和委員、早瀬克子委員を指名させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

本日の審議会は、瑞浪市附属機関等に関する基本方針第 9 第１項の規定

に該当しないため、公開といたします。本日傍聴の申し出はありましたで

しょうか。 

【事 務 局】 傍聴の申し出はありません。 

【中 村 会 長】 それでは、これより上下水道事業経営審議会に入ります。 

それでは、議題の 1、瑞浪市水道事業ビジョンと経営戦略について、事務

局より説明をお願いいたします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【中 村 会 長】 ただいま事務局から説明がございましたが、何か質疑はございますでし

ょうか。 

【加藤（栄）委員】 値上げのことですが、この計画で予定している年に上がるってことです

か。 

【事 務 局】 計画では、料金改定が必要ということになっていますが、今回の計画を

承認したことによって水道料金が上がるということはありません。実際に

料金改定する際は、料金値上げに関して審議会に諮らしていただきます。 

【加藤（丈）委員】 耐震化のところですが、病院とかを中心にということですけれども、東

濃厚生病院が今度移転をされますが、これはまだそこも含めた計画になっ

ていると思いますけど、そのあたりは、今後変更されていくということで

すか。 

【事 務 局】 東濃厚生病院は一部診療機能を残すということもありますので、計画通

り耐震化を行います。 

【加藤（栄）委員】 水道管の老朽化の工事をしておりますということで、よく縦看板が出て

工事をしてみえたと思いますが、瑞浪市全体として、どの程度耐震化でき

ているのでしょうか。 

【事 務 局】  ２－７ページをご覧ください。耐震化されている管は１３％となってお

り、８７％が耐震化されていない状況です。 

【加藤（栄）委員】 ほとんど耐震化できてますではなく、まだまだこれからですか。 

【事 務 局】 これからたくさん更新をして、耐震化していかなくてはいけない状況で

す。 

【肥 田 委 員】 基本理念の未来へつづく快適な生活を目指してですね。一番大切にして

いることで、それを目指すというところなんですけれども、漠然としてい
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るというか、説明していただいた内容は、ハード面な事ばかりで、実際に市

民の立場としては、本当に安心だよとか、快適なんだよっていう、具体的な

ものが、なかなかつかみどころがないっていう思いと、もう 1 つは、皆さ

んが一番心配されている、防災、震災に対する強化と水不足ですね。これか

らの夏場の気温のこと。雨が全然降ってないですよね。 

そういう状況の中で、安心安全な生活をしていくために、水道がしっか

り供給できるのか、本当に震災が起こった時に、どのように水道が市民に

配られるのかっていうような具体的な案がどこにもないようなって思うと

ころです。 

【事 務 局】 個別の内容としては、基本理念の中に強靭というところもありますけど

も、応急対策の充実というところはありますので、そういったところにつ

いては引き続き地震、災害に対応できるような体制を整えるように進めて

いるところではあります。 

あと災害が起きた時に、どうやって皆様に水をお配りするかということ

ですが、ハード面ですと、まずはそういった地震が起きた時に、平時から使

っている水道管で皆様にお届けするというのがハード的な整備になりま

す。 

あと本編の３－２１ページをご覧いただきますと、いつ災害が起きるか

分からないということで、１００％整備する前に何か起きると、水が届か

ないというような状況が起こりえます。 

そういった場合に備えまして、この周辺地域以外から水を持ってきて、

お配りするというような事態が起きた時に、こういった仮設の資材を備蓄

しておりまして、そういった資材を使って、避難所で応急給水のポイント

を設けさせていただいて、必要最低限なんですけど、お配りできるように、

備蓄のほうも進めておりまして、特に現状ですと、表の一番下に給水袋と

いうのがありまして、現在６，０００枚ということになっておりますが、全

体の人口約３万５千人おりますので、今後１２年ほどかけて、これを瑞浪

市の人口ぐらい確保していこうと進めております。 

【中 村 会 長】 他はよろしいでしょうか。 

それでは特にないようですので、当案に対して否定的な意見はありませ

んでしたので、当案を承認することに決します。なお、軽微な変更があった

場合は、私に一任いただきたいと思います。 

それでは議題２の瑞浪市下水道事業経営戦略について事務局より説明を

お願いします。 

【事 務 局】 ≪説明≫ 

【中 村 会 長】 それでは事務局から説明がありましたが、何か質疑はございますでしょ

うか。 

【和 田 委 員】 計画的な水洗化の推進っていうのがありますけれども、現段階で下水道

に接続されてないという人が、これぐらいの割合があるとか、また、水洗化

はされてるんだけど、下水道使ってない人たちもいますよね。その人、どん

な状況になってんだろうなっていうのはちょっと分からなくて、利用者を

増やしたほうが良いと思うので、どうなってるか聞きたい。 

【事 務 局】 瑞浪市下水道事業経営戦略の本編５頁の（２）有収水量の予測のところ
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 にあります表の一番上段にあります水洗化率の欄がありまして、下水道に

は９２．５％の方が接続されてみえまして７．５％の方が浄化槽や汲み取

りとなっております。 

【和 田 委 員】 結構高いですね。 

【事 務 局】 

 

取組としましては、毎年広報みずなみに水洗化の記事を掲載してお知ら

せしています。また、水道検針時に水洗化を呼びかけるチラシを投函し、水

洗化率向上に努めています。 

【早 瀬 委 員】 明世町月吉ですけど、農業集落排水でしたが、日吉地区と同様に公共下

水道に接続したんですよね。でも、大湫は農業集落排水がまだあるんです

よね。大湫はこれからも公共下水道に接続しなくて、農業集落排水ですか。 

【事 務 局】 大湫地区ですけれども、日吉、月吉のように公共下水道に接続するには、

距離が離れているので、そこだけで汚水を処理していかないといけないで

す。その施設をずっと使っていくには、施設更新をしなくてはいけないの

で、将来的には、汚水処理の方法変えるとか規模を小さくするとかを検討

していく必要があります。 

【早 瀬 委 員】 地震が起きて、下水管が破裂した場合の対処はどうなるんですか。もち

ろん水道が止まると水洗トイレは使えないですよね。 

【事 務 局】 水が流せないということで、マンホールに直接していただくマンホール

トイレという施設もあります。 

【早 瀬 委 員】 他の自治体の避難所では、マンホールトイレが整備されているっていう

ことを聞いたんですけど、瑞浪市にそういう施設はないですか。 

【事 務 局】 マンホールトイレは、中央公園、釜戸コミュニティーセンターにありま

す。 

下水は下水道管に排水を流して処理するというところが、この上下水道

課が所管しておるところです。地震とか防災で、避難所のことになると、他

の部署が関係してきます。水道は、綺麗なものを届けなくてはいけないと

いうことで、我々が応急給水するところまで、いろいろ準備をしていく必

要があります。下水は、災害の時に水洗トイレが使えなくなる場合は、マン

ホールトイレという、直接、下水に流すトイレもあれば、仮設のトイレでそ

こに凝固剤なんかを入れると汚物が固まって臭いをおさえられる。そうい

った対応も、避難所として備えております。 

【伊 藤 委 員】 今の関連なんですけど。災害があると、必ず今の水とトイレの問題がで

ますね。ニュースを見て、いつも感じるのは、例えば関東地方で地震が起き

たとする。そうすると、水がだめだ。そうするとトイレがだめですね。その

時に必ず人が集まるところは、トイレが必要じゃないですか。その時に、私

いつも考えるのは、各自治体というのは、仮設トイレっていうのは、きっと

常時用意してみえると思うんですね。その時に、急遽、災害が起こった地域

にそれを運び込むってことをすれば、とりあえずその災害が起こったとこ

ろのトイレ事情というのは、多少なりとも緩和されると思うんですね。自

治体の連携で、仮設トイレを配送する話にならないですか。 

【事 務 局】 今のトイレの話になりますと、先ほど言った防災関係の備蓄の話になる

ので、この場で、我々がどうなっているかは、なかなかお答えしにくいとこ

ろではあります。水道ですと、瑞浪市が被災した場合は、近隣も同じように
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被災している。そうなりますと、被災していない全国の水道事業者が応援

に来ます。そういった場合には、先ほどご説明した応急給水用の資材とか

を持ってきてくれます。その資材的なものと人為的なものを協力するとい

うような体制になっています。防災に関しては、災害が起きた時の協定を

結んでいるような状況もありますので、当然そういった資材は備蓄してい

ますが、その時に使う必要がなくても済んでいるところから、需要がある

ところへというような動きは必然的にあるのかなと思います。 

【伊 藤 委 員】 水に関してそういう協定とか応急ができるなら、仮設トイレも全国的に

そういうことができるといいなと考えています。瑞浪では、避難しなけれ

ばいけないような災害は起こってないですが、能登半島でもそうでしたが、

どこの災害地域でも、私が一番心配するのは水の問題とやっぱりトイレの

問題なんです。私の立場上ね、薬剤師なんですけど、衛生面からいうと、ト

イレは一番大変ですから、いつもニュースを見る度にそれを感じています。

これは、今言われた部署の関係もあると思いますけど、これ自治体同士で、

連絡を取れば、ある程度解決できるんじゃないかなと感じてます。 

【中 村 会 長】 他はいかがでしょうか。よろしいですか。当案に対して否定的な意見は

ありませんでしたので、当案を承認することに決します。なお、軽微な変更

があった場合は、私に一任いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。それでは、その他、全体を通じて何か質問等はございますでしょう

か。 

【景 山 委 員】 全く関係ないかもしれませんが、リニアの関係で大湫の沈下している件

ですけど、これは、どんな進み具合とか聞こえてこないんですけど、そうい

う情報ないですか。 

【事 務 局】 工事自体はＪＲが、大湫の皆さんのご理解ができないことには着手しな

いということになっています。ＪＲで代わりの井戸を掘って、水を供給で

きるように、しっかり対応していただくことをやっています。市としても

大湫の皆さんに寄り添って、進めさせていただきたいと思ってます。 

【肥 田 委 員】 保育園の授業をしていると、その防災、避難ということに関して、避難場

所的に、何か提供できるような環境を、私たちが、整備をしていきたいって

いう勉強会が今進んでます。 

私立の保育園では、各園で自分たちが地域の拠点になるようにと、井戸

を掘る、火炊き煮炊きができるような設備を作る園が、全国に今増えてい

ます。特に、オーガニックな環境を求めている園ではそういうことがすご

く進んでいます。全国的にはそのような動きもあるので、それは保育園に

限らず、もし災害があった時に、水の確保っていうことで、井戸がある。ガ

ス、電気が使えなくても、火があれば煮炊きができるっていうような設備

を、上下水道課さんではなく、先ほどからも出てるように、関係する行政さ

んの方が、そういうことに対して連携して、少しでも、安心安全なまちづく

りをしていけるようにと願っています。 

【中 村 会 長】 他はよろしかったですかね。それでは委員の皆様、ご意見いろいろとあ

りがとうございました。それでは進行を事務局にお返しいたします。 

【事 務 局】 中村議長、円滑な進行、誠にありがとうございました。最後に、建設部長

の市原より挨拶を申し上げます。 
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【市 原 部 長】 中村会長におかれましては、円滑な議事進行ありがとうございました。

また、委員の皆様におかれましても、活発な意見、そして慎重なご審議あり

がとうございました。本日審議いただきました、瑞浪市水道事業ビジョン

と経営戦略、瑞浪市下水道事業経営戦略につきましては、引き続き健全経

営に向けて努力して参りますのでよろしくお願いいたします。今後の予定

ですけれども市民の皆さんから、広く意見をいただくために、パブリック

コメントを実施する予定でございます。パブリックコメントで修正が必要

な意見が出ましたら、また委員の皆様に報告させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。本日はありがとうございました。 

【事 務 局】 それでは委員の皆様、大変お疲れ様でした。これで、令和７年度第１回瑞

浪市上下水道事業経営審議会を閉会いたします。資料・お手荷物のお忘れ

物がないか今一度ご確認いただき、お気を付けてお帰りください。本日は

ありがとうございました。 

閉     会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


